
朝光寺原遺跡（横浜市）

前方の小高い山の辺りに朝光寺原遺跡が展開していたようだ



　　　　　　ここは市が尾町公園



　　　こんな塩梅



　　　　別の公園入口から見ると、こんな高台になっている



　　公園の背後は更に高くなっている



　　　公園の隅に説明板が立っていた



公園西方の台地上は、朝光寺原遺跡と呼ばれ、縄文・弥生・古墳・奈良時代以降の各種の遺構・遺物が多数発見された/弥生時代中期
では、環濠集落と呼ばれる溝に囲まれたムラとその墓地が関東地方で初めて明らかとなり、竪穴住居跡59軒・方形周溝墓18基が発掘さ
れた/弥生時代後期の竪穴住居跡からまとまって出土した櫛目状の工具でつけられた文様をもつ土器は、「朝光寺原式」とした新しい型式
が設定された/古墳時代では、５世紀後半から６世紀前半にかけて谷本川流域を支配した武人的性格のつよい首長の墓と考えられる３基
の円墳が発掘された



　さて、ここはすぐ近くに所在する朝光寺



　　朝光寺原遺跡の名の由来のようだ



　　　　朝光寺の由緒書き/「上原賀解由左ェ門朝光公が開基」と記されている
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